
雑

纂

讃

童
目

漫
．
録

　
此
の
数
年
來
西
洋
の
東
洋
學
者
の
間
に
摩
尼
激
研
究
の

盛
ん
に
行
は
れ
て
居
る
こ
ご
は
著
し
い
現
象
で
あ
っ
て
雑

誌
や
善
行
の
書
物
に
顧
て
、
之
に
面
す
る
も
の
が
藤
葛
ε

し
て
公
に
さ
れ
て
み
る
。
此
の
現
象
は
勿
論
吐
魯
番
・
敦

並
等
を
始
め
、
中
亜
唐
土
の
齎
し
だ
新
資
料
が
、
こ
の

正
着
の
鮮
明
な
ら
ざ
る
男
爵
の
上
に
投
ず
る
光
明
に
刺

戟
ビ
興
昧
を
生
じ
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。
申
亜
の
諸
地

方
か
ら
東
西
笹
丘
に
將
來
せ
ら
れ
た
此
の
種
の
主
要
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

資
料
は
今
日
ほ
や
登
表
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ど
思
ふ
が
、

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
録

文
學
博
士
　
勿

田

聞
了

濁
リ
ス
タ
イ
ン
氏
の
獲
π
も
の
で
、
大
英
博
物
館
所
藏
の

資
料
、
特
に
そ
の
漢
文
で
書
か
れ
た
下
（
？
）
部
讃
ご
い
う

も
の
こ
摩
尼
光
佛
激
法
皇
略
ご
は
黒
垂
公
刊
せ
ら
れ
な
い

や
う
で
あ
る
。
尤
も
之
に
寓
目
し
た
人
は
少
く
な
い
し
、

我
が
矢
吹
博
士
は
す
っ
ご
以
前
に
義
者
こ
も
寓
眞
し
て
來

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
氏
は
一
身
に
負
ふ
た
ス
タ
イ
ン
蒐

集
漢
交
書
調
査
の
職
務
に
極
め
て
忠
實
な
る
小
ジ
ャ
イ
ル

ス
博
士
に
敬
意
を
表
せ
ら
れ
る
爲
か
、
軍
に
下
部
讃
獲
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
後
記
ε
項
目
（
各
々
一
部
屋
）
を
録
し
、
「
シ
ュ
タ
イ
ン
寓

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
五
九
　
（
五
点
ハ
三
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
錐

本
中
最
も
珍
品
の
扁
に
数
ふ
べ
し
し
と
登
表
さ
れ
だ
外
に

は
、
別
に
公
け
に
せ
ら
れ
た
所
は
な
い
や
う
で
あ
る
Q
た

や
石
田
學
士
が
「
摩
尼
光
佛
鍛
法
愚
輩
に
見
え
た
る
三
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
言
語
に
就
い
て
」
ご
題
し
て
登
表
せ
ら
れ
た
論
交
は
、

博
士
の
將
慣
せ
ら
れ
た
寓
眞
に
糠
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

資
料
の
利
用
研
究
に
於
て
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
之
に
よ

る
も
術
其
の
全
都
を
見
る
を
得
な
い
。
然
る
に
此
等
の
残

審
の
研
究
は
既
に
ジ
ャ
イ
ル
ス
博
士
よ
り
他
の
富
者
の
手

に
移
さ
れ
た
も
の
ε
見
え
て
．
蝿
頭
前
巴
里
の
ペ
ソ
ォ
激

授
よ
り
所
謂
下
部
讃
の
寓
翼
全
部
を
逡
附
せ
ら
れ
た
。
就

い
て
見
る
ご
其
の
性
質
は
靴
下
の
研
究
か
ら
は
勿
論
、
其

の
他
の
諸
方
面
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
も
の
で
め
つ
て
、

彼
の
羅
振
玉
氏
に
よ
り
て
出
版
さ
れ
た
北
京
に
在
る
摩
尼

経
や
、
前
記
の
摩
尼
光
佛
魔
法
略
儀
、
其
の
他
パ
ー
ラ
罪

一
、
ソ
グ
ド
、
ト
ル
コ
語
な
ぜ
で
書
か
れ
た
こ
の
藪
義
の
残

髄
ε
甥
照
し
て
登
明
す
る
黙
が
甚
だ
多
い
Q
内
容
の
項
目

だ
け
で
も
矢
吹
博
士
の
抄
撫
さ
れ
た
も
の
、
後
に
接
し
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
ハ
0
　
　
（
五
山
ハ
四
）

樹
二
元
上
明
奪
掲
文
、
法
王
作
之
。
歎
五
明
文
、
諸
慕
闇

作
（
爾
藍
）
Q
歎
朋
適
者
、
凡
七
十
八
章
、
三
四
句
、
未
冒

慕
闘
撰
が
あ
り
、
以
下
更
に
多
く
の
掲
交
を
載
せ
で
一
々

之
を
用
み
る
場
合
を
示
し
、
第
一
、
旬
齋
結
願
用
之
。
第

二
、
凡
常
日
結
願
用
之
。
此
掲
讃
明
土
樽
末
後
結
願
用
之
。

此
夏
島
日
光
詑
雷
干
結
願
用
之
。
此
掲
讃
夷
数
詑
末
後
結

願
用
之
。
此
掲
書
風
弥
佛
詑
末
後
結
古
用
之
。
此
偶
凡
莫

日
用
爲
結
願
。
二
又
凡
至
莫
日
興
常
並
者
骸
悔
願
交
。
此

掲
結
諸
明
願
而
乃
用
之
。
此
偶
爲
亡
者
受
供
結
願
用
之
。

端
黒
轟
轟
薄
薄
搭
載
ご
見
え
、
ま
た
博
士
が
そ
の
最
初
の

項
こ
し
て
「
讃
夷
羅
文
」
ε
記
さ
れ
沈
の
は
「
□
□
□
覧
讃

夷
露
文
」
ご
す
べ
き
で
あ
り
、
其
の
他
に
誤
植
も
存
す
る
Q

口
鼻
口
覧
讃
夷
下
文
を
始
め
、
其
の
他
の
掲
丈
に
依
る
ご

摩
尼
激
に
蘇
る
耶
蘇
の
位
麗
の
甚
だ
密
接
の
關
係
に
在
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
、
今
更
の
事
な
が
ら
槻
三
七
得
ら

れ
る
。
「
唯
願
写
方
降
慈
悲
解
義
離
諸
魔
鬼
縛
現
ム
・
三

五
火
坑
中
　
鋸
引
令
安
清
立
地
」
な
ざ
は
若
し
軍
猫
に
此



、

れ
だ
け
の
断
簡
が
現
は
れ
だ
ご
す
れ
ば
、
恐
ら
く
何
人
も

景
駿
縫
典
の
禮
讃
の
「
句
だ
ε
断
定
す
る
に
躊
躇
し
な
い

だ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
ま
た
残
憲
中
に
は
バ
亨
ラ
茅
奮
語
の
掲
讃
を
そ
の
ま
、

漢
字
で
出
牢
し
た
も
の
が
三
篇
挿
入
せ
ら
れ
て
あ
る
。
第

一
は
毎
回
の
首
部
、
□
□
□
覧
讃
丁
数
文
の
前
に
接
し
て

記
さ
る
、
も
の
で
、
残
存
の
五
行
中
上
部
を
獲
映
し
て
み

る
が
、
其
の
籐
の
二
篇
は
完
全
に
存
し
、
第
こ
の
掲
の
初

に
は
「
次
偶
宜
從
依
梵
」
ご
記
し
、
第
三
の
掲
の
初
に
は
「
初

聾
讃
文
夷
声
作
、
義
理
幽
玄
、
宜
濫
淫
梵
」
ご
記
さ
れ
て

あ
る
◎
梵
ご
い
ふ
の
は
此
の
場
合
無
論
バ
ー
ラ
罪
一
語
を

指
す
も
の
で
あ
り
．
田
文
夷
数
は
讃
夷
数
交
の
誤
で
、
作

字
の
上
に
は
作
者
の
名
を
脱
し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を

吐
事
態
地
方
か
ら
獲
ら
れ
た
．
ハ
ー
ラ
罪
一
語
の
摩
尼
経
典

な
ざ
ε
比
較
し
て
、
原
形
に
還
す
こ
ご
が
出
得
る
な
ら
ば

隠
密
の
字
吾
研
究
の
上
に
、
も
し
く
は
督
謬
例
の
上
に
面

害
い
結
果
を
見
る
こ
ご
が
出
來
よ
う
。
現
に
フ
〃
ト
シ
ュ

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
錐

ミ
ン
ト
氏
（
］
円
。
ゼ
く
ρ
一
字
ω
0
げ
ヨ
囲
自
ぼ
）
ご
レ
ン
ツ
（
≦
●
常
馨
N
）
氏

ご
は
協
力
し
て
此
の
研
究
に
從
面
し
、
既
に
こ
、
に
謂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

第
二
の
偶
讃
中
の
三
頚
だ
け
を
還
元
し
て
居
る
。
即
ち
伽

愈
愈
奥
卑
標
　
伽
路
師
奥
丁
場
　
仕
法
師
奥
活
時
雲
朧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ミ
ュ
ラ
ー
激
授
の
課
出
し
た
吐
夕
嵐
助
土
目
ス
ト
ラ
ン
ゲ

国
字
バ
ー
ラ
罪
一
語
の
摩
血
目
ご
比
較
し
て
、
姦
党
豚
O
℃
窃

】
＾
鍔
Q
啄
O
麗
M
き
銭
鋤
謙
O
＜
劉
亡
く
。
民
○
び
　
（
出
。
嘗
讐
。

男
9
夢
臼
一
類
。
ぢ
夢
。
ω
o
昌
一
寓
。
一
団
節
Φ
ご
く
ぎ
σ
q
ω
鳳
簿
伺
）

ビ
黒
ん
で
居
る
。
も
ε
よ
り
此
の
如
き
は
研
究
の
第
憎
歩

た
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
一
の
方
針
の
下
に
、
更
に
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
静

結
果
を
得
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
石
田
學
士
の
研
究
さ
れ
た

「
烏
盧
読
」
ご
い
う
語
な
ご
も
、
「
烏
直
読
」
ご
し
て
第
…
燭

の
中
に
屡
々
現
は
れ
て
居
る
し
、
十
二
大
君
闘
ご
が
七
十

有
二
彿
多
誕
ε
か
の
特
種
の
名
数
も
ま
た
見
え
て
居
る
。

自
分
は
此
の
資
料
ε
の
開
係
の
特
に
深
い
矢
吹
博
士
の
手

に
依
っ
て
、
早
く
此
の
貴
重
な
る
残
憲
が
公
刊
せ
ら
れ
、

天
下
好
學
の
士
の
研
究
を
促
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
脚
一
　
（
五
山
ハ
五
）



　
　
　
第
至
一
巻
　
　
難
纂
　
　
讃
書
漫
鋒

ま
な
い
。

　
（
1
）
　
勿
偽
繭
ス
タ
イ
・
ン
氏
第
｝
三
儀
の
探
訊
蝋
の
無
価
果
に
■
よ
う
・
も
の
け
一
雌
の

　
　
　
　
中
に
含
ま
れ
得
べ
き
で
に
な
い
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
追
認
。
昨
年
申
の

情
の
下
に
…
数
貝
前
ま
で
見
る
こ
定
な
得
な
か
つ
六
が
、

頁
の
記
察
に
は
、

る
簡
翠
な
解
題
的
報
皆
な
な
し
、

近
く
同
誌
に
粥
げ
ら
ろ
べ
き
旨
た
艶
し
て
屠
る
。

ま
で
の
同
誌
に
に
ま
だ
娼
載
さ
れ
て
る
な
い
や
う
で
あ
ろ
。

第
三
圓
大
藏
島
陳
列
日
録
下
、
第
四
九
一
五
〇
頁
。

白
鳥
博
士
選
暦
艶
念
東
洋
史
論
叢
中
に
載
ぜ
ら
る
。

判
〇
一
窪
巨
9
9
0
男
。
図
紘
ト
も
。
一
p
二
〇
m
o
g
o
ぐ
り
甘
薯
母
楓
H
鷺
ρ

℃
宰
回
い
目
一
同
い
Q
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

H
目
p
コ
臼
。
剛
三
h
P
§
－
｝
ん
窪
ε
一
山
目
獣
噌
§
σ
Q
包
。
血
二
二
門
戸
磐
。
・
嗜
賃
馬
§
．

H
H
卿
巳
ゑ
ポ
。
礎
●
の
2
●
「

（
3
）
に
同
じ
。

　
　
　
旨
8
ヨ
鑑
9
夢
甲
】
〃
亀
9
跨
切
剛
蝕
O
m
6
0
剛
O
蔓
に
駆
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
ハ
の
一
月
號
一
一
三

　
　
ぺ
η
ナ
数
擾
が
躍
尼
光
佛
数
法
略
儀
定
下
部
讃
ミ
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
前
者
に
つ
い
て
に
そ
の
全
課
ミ
註
解
ε
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
し
其
の
後
本
年
四
月
號

藤
田
博
士
は
内
藤
博
士
還
暦
記
念
支
那
學
論
叢
で
公
け

に
さ
れ
た
「
焉
支
ご
那
蓮
」
の
数
箇
に
於
て
、
曾
て
自
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
脈
ニ
　
　
（
五
山
ハ
山
主
）

　
吏
林
に
書
い
た
「
天
と
一
駄
ご
那
連
と
」
に
於
て
、
自
分
が
輪
厳

　
師
古
の
天
山
は
「
印
駆
連
山
也
、
勾
奴
謂
天
六
椰
連
、
郡

　
膏
亘
夷
反
今
鮮
卑
語
端
然
」
或
は
「
祁
連
山
邸
天
山
也
、
勾

　
奴
呼
一
緒
祁
連
、
祁
力
士
夷
反
」
こ
い
う
註
騨
に
誤
ら
れ

　
て
兎
角
の
論
を
立
て
た
こ
ご
を
指
摘
せ
ら
れ
、
鰯
蓮
山
を

　
天
山
こ
す
る
顔
師
古
の
説
は
到
底
成
立
す
る
こ
ご
の
出
來

　
な
い
も
の
な
る
こ
ご
を
縷
述
し
、
而
し
て
良
民
が
祁
連
を

　
天
ご
解
し
た
の
は
唐
代
の
鮮
卑
語
に
附
写
し
て
之
を
労
謹

　
ぜ
ん
ご
し
た
に
懸
ぎ
な
い
だ
ら
う
ご
し
、
更
に
祁
連
は
、

　
跨
p
貯
の
義
で
あ
る
ト
ル
コ
語
ω
。
円
塚
に
醤
し
た
の
で
は
な

　
か
ら
う
か
ご
い
う
空
論
を
提
出
さ
れ
た
Q
博
士
の
該
博
な

　
識
見
は
三
分
に
ε
つ
て
啓
蒙
少
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、

　
特
に
齊
島
影
の
説
を
擬
遇
し
て
居
っ
た
の
を
知
り
得
た
こ

　
ご
の
如
き
は
ム
エ
く
そ
の
画
題
で
あ
っ
て
、
深
く
戚
謝
の
意

　
を
表
し
た
い
。
只
だ
肖
分
の
論
蓮
に
謝
す
る
批
評
の
要
黙

謄
に
就
い
て
は
多
少
辮
じ
て
澄
か
ね
ば
な
ら
ぬ
黙
が
あ
る
や

　
う
に
思
ふ
。
も
ご
よ
り
今
既
の
漫
録
に
撃
て
す
べ
て
を
盤



さ
う
ご
す
る
の
で
は
無
く
、
極
め
て
根
本
的
の
問
題
に
下

馬
を
限
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
博
士
は
祁
連
山
ビ
天
山
ご
を
H
詳
し
く
言
へ
ば
此
等
爾

山
の
所
在
を
口
同
一
視
す
る
師
古
の
考
の
不
可
な
る
こ
ご

を
縷
々
説
述
せ
ら
れ
た
が
、
此
の
事
は
既
に
以
前
か
ら
内

　
　
　
（
1
）

外
の
學
者
の
認
め
て
居
る
所
で
、
今
日
孚
ふ
べ
き
量
地
は

無
い
。
ε
こ
ろ
で
博
士
は
「
祁
連
山
帥
天
山
説
の
誤
謬
な

る
は
後
世
見
者
の
一
般
に
認
む
る
ビ
こ
ろ
な
る
に
拘
ら
す

何
が
故
に
そ
が
旬
奴
謂
天
爲
瀦
連
ε
い
へ
る
を
信
ず
る
の

で
あ
る
か
」
と
い
う
て
、
師
古
の
註
繹
を
鋼
重
す
る
も
の

を
難
詰
さ
れ
た
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
難
詰
は
少
々
無
埋

で
は
あ
る
ま
い
か
◎
量
販
が
そ
の
所
在
に
つ
い
て
祁
蓮
山

ε
天
山
ご
を
混
同
し
た
が
爲
に
、
「
旬
奴
謂
天
爲
祁
建
」
こ

い
う
解
繹
ま
で
が
全
く
擢
威
を
失
は
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は

あ
る
ま
い
。
山
の
所
在
こ
そ
の
山
の
名
の
解
輝
ε
は
各
々

濁
号
し
た
事
項
で
あ
っ
て
、
一
方
の
誤
れ
る
が
爲
に
他
方

を
も
誤
れ
る
も
の
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
滋
埋
は
無
い
。

　
　
　
第
十
　
巷
　
　
維
　
纂
　
　
讃
　
磐
　
漫
　
躁

博
士
に
依
る
ε
顔
師
古
は
「
那
連
山
を
師
ち
天
山
こ
な
す

が
故
に
．
那
連
を
帥
ち
天
ε
す
る
」
の
で
あ
る
ご
説
か
払

た
が
、
こ
れ
は
不
幸
に
し
て
慮
分
の
見
解
ε
は
全
く
の
逆

で
あ
っ
て
、
面
分
は
師
古
は
那
連
を
天
ご
解
す
れ
ば
こ
そ

那
蓮
山
を
郎
ち
天
山
ご
す
る
の
だ
ご
説
明
す
べ
き
で
あ
る

ε
思
ふ
。
然
ら
ば
旬
奴
で
天
を
那
連
ご
い
う
た
讃
擦
は
ざ

こ
に
あ
る
か
ご
い
う
こ
ご
に
な
ら
う
が
、
そ
れ
は
此
の
問

題
を
扱
ふ
誰
も
が
説
く
や
う
に
、
無
論
墨
書
以
前
鋼
重
ご
『

し
た
糠
は
今
日
に
於
て
知
る
を
得
な
い
。
然
し
な
が
ら
こ

の
徴
謹
が
鋼
然
し
な
い
か
ら
師
走
の
言
信
す
べ
か
ら
す
ε

す
る
な
ら
ば
、
他
の
旬
奴
語
の
解
鐸
に
就
い
て
は
如
何
に

す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
習
塑
歯
が
「
旬
奴
名
妻
作
話
氏
」
こ
い

う
の
も
、
別
に
彼
以
前
確
か
な
擦
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

ら
信
ず
る
に
嘗
ら
澱
こ
ご
に
な
ら
う
し
、
師
古
が
飼
奴
語

で
辮
髪
の
飾
を
比
疎
こ
い
う
ご
し
、
胡
帯
の
鈎
を
犀
既
こ

い
う
ご
す
る
の
類
も
す
べ
て
信
じ
て
は
な
ら
ぬ
こ
ご
に
な

る
で
あ
ら
う
が
、
平
分
は
そ
う
い
恩
賜
解
に
は
同
意
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
六
一
二
　
（
｝
血
山
ハ
七
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
躁

こ
ε
を
躊
躇
す
る
。
要
す
る
に
宮
分
は
顔
師
古
の
藤
連
を

天
ご
解
し
た
の
に
は
必
ず
相
當
の
根
端
が
あ
っ
だ
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

H
曾
て
臼
鳥
博
士
の
引
用
せ
ら
れ
た
如
く
、
吏
記
の
李
廣

利
傳
に
那
連
天
山
ご
あ
る
の
が
、
同
書
旬
奴
傳
に
は
た
い

天
山
ご
あ
る
が
、
此
の
祁
連
天
山
ご
い
う
の
は
前
後
の
感

熱
上
甘
粛
省
の
祁
連
山
ご
及
び
新
雪
省
の
天
山
ε
を
並
べ

難
し
π
も
の
こ
は
思
は
れ
す
、
必
ず
天
山
を
指
し
た
も
の

ε
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
如
き
も
、
師
古
・
の
解
繹
を
滋
理

づ
け
る
労
謹
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ら
う
ー
ー
軍
に
當
時
の
鮮

卑
語
か
ら
思
ひ
つ
い
た
磁
器
の
説
ビ
し
て
退
く
べ
き
も
の

ご
は
考
へ
得
な
い
。
師
古
の
註
繹
に
寒
し
て
此
の
如
く
博

士
ご
は
全
く
異
っ
た
態
度
を
以
て
臨
…
む
膚
分
は
、
天
ご
厭

ε
藤
蓮
ご
を
費
比
し
た
襲
職
の
論
述
を
博
士
の
批
詐
を
得

た
に
も
拘
は
ら
す
、
今
も
倫
翻
し
得
な
い
の
を
遺
憾
と
は

し
な
い
。

　
（
ユ
）
例
へ
ば
吏
箪
維
誌
第
十
「
編
…
所
載
の
白
鳥
｛
節
士
の
「
鳥
孫
に
就

　
　
　
　
い
て
の
考
」
中
の
論
蓮
の
如
毫
、
　
Ω
属
く
p
周
旨
。
頓
の
］
ど
9
舞
＃
o
鐸
密

（
2
）

　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
六
四
　
（
五
山
ハ
入
）

聲
二
＄
ゴ
巳
含
。
0
8
達
。
艮
p
環
●
腕
ω
o
U
に
述
べ
た
如
き
に
そ

れ
で
あ
り
、
支
那
の
學
者
に
古
く
か
ら
此
の
説
あ
る
に
博
士
の

引
用
ぜ
ら
る
、
懸
り
で
あ
ろ
。

誘
惑
妻
壁
第
十
一
編
同
上
。

　
　
土
塁
革
製
は
今
年
山
ハ
遠
望
蝿
華
墨
ム
報
第
一
ご
懇
第
一
期
に
於

て
鮭
選
考
の
一
篇
を
登
表
さ
れ
た
。
其
の
大
意
の
英
文
鐸

は
氏
の
註
記
に
よ
る
と
上
海
の
Ω
旨
騨
甘
養
り
巴
o
h
ω
一
9
∩
o

垂
準
》
簿
ω
の
本
年
六
月
・
七
月
の
爾
號
に
謬
載
さ
れ
て
居

る
こ
の
事
で
あ
る
○
氏
の
論
述
が
常
に
鋭
利
且
つ
精
緻
で
、
．

陳
垣
氏
等
の
そ
れ
ご
共
に
、
近
時
に
獲
る
支
那
の
史
壇
に

生
氣
を
附
尽
せ
る
一
大
要
素
で
あ
る
こ
ご
は
恐
ら
く
誰
も

否
ま
ぬ
所
で
あ
ら
う
。
此
の
篇
亦
た
着
眼
多
く
、
附
す
る

に
　
靱
・
年
表
を
…
以
て
し
、
諸
更
に
散
見
す
る
灘
鞄
に
關
す

る
記
事
を
韓
録
し
て
一
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
な
ざ
、
用
意

甚
だ
周
到
で
あ
る
。
其
の
論
旨
の
大
要
は
唐
書
五
代
史
等

に
於
て
名
を
知
ら
れ
、
契
丹
ビ
抗
衡
の
勢
に
あ
っ
た
　
鞄



が
、
遼
史
金
的
等
に
於
て
は
殆
ん
ご
全
く
影
を
潜
め
て
現

は
れ
な
い
の
に
疑
を
号
し
、
逡
吏
に
阻
卜
、
金
繰
に
阻
撰

の
名
で
知
ら
る
、
に
至
っ
た
部
族
は
撃
ち
擁
靱
に
外
な
ら

す
ご
し
、
其
の
論
謹
の
爲
に
諸
史
の
記
事
を
墨
早
し
、
更

に
何
故
に
遼
金
史
及
び
宋
史
な
ざ
に
於
て
　
靱
ご
辮
せ
す

し
て
阻
卜
・
阻
磯
な
ざ
、
呼
び
、
若
し
く
は
擁
鞄
ご
書
か
ね

ば
な
ら
澱
所
を
削
b
去
っ
た
か
の
問
題
に
入
り
、
之
が
爲

に
「
不
得
不
設
一
極
武
断
直
穿
風
趣
假
設
」
ビ
し
て
、
阻
卜

阻
撰
は
腱
三
二
宇
の
倒
誤
で
あ
り
、
然
も
そ
れ
は
偶
然
の

誤
で
は
無
く
し
て
、
故
意
の
誤
で
あ
る
ご
し
蒙
古
入
は
元

來
鍵
聖
人
で
は
無
い
の
に
、
漢
入
に
し
て
も
聖
人
に
し
て

も
之
を
　
靱
ご
呼
ん
だ
、
か
く
呼
ば
れ
る
事
は
固
こ
よ
り

蒙
古
人
の
好
ま
な
い
所
で
あ
る
。
加
之
鍵
靱
に
朝
す
る
繋

金
の
吏
料
の
示
す
所
は
、
朝
貢
に
至
れ
ば
書
算
で
甚
だ
好

ま
し
く
な
い
、
若
し
之
を
其
の
儘
に
書
き
付
け
れ
ば
漢
人

や
南
人
は
之
を
讃
ん
で
蒙
古
の
租
先
が
歳
ご
ε
に
逡
金
に

朝
貢
し
た
こ
誤
認
す
る
だ
ら
う
、
然
ら
ば
國
騰
に
係
る
所

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
錐

小
な
ら
す
ご
し
て
、
こ
、
に
宋
遼
金
的
の
編
纂
に
嘗
っ
て

擁
靱
の
交
矧
を
用
み
る
こ
ご
を
忌
質
し
た
の
で
あ
る
。
然

し
な
が
ら
事
實
は
事
實
こ
し
で
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

ら
、
乃
ち
勢
望
省
字
の
法
を
創
め
た
の
で
あ
る
が
、
縫
鞄

は
も
ε
達
恒
ご
書
き
、
南
宋
以
後
の
書
に
於
て
　
靱
ε
書

か
る
、
に
至
つ
だ
　
元
家
立
こ
い
う
字
は
北
宋
の
中
葉
ま

で
は
無
か
っ
た
も
の
で
、
此
の
宇
は
帥
ち
靱
宇
に
關
係
し

て
誤
っ
て
革
扁
を
附
け
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
所
で
遼
金
の
史
料
中
に
は
鍵
鞄
ビ
か
達
但
ご
か
の
諸

字
が
錯
出
し
た
で
あ
ら
う
し
、
中
に
は
之
を
倒
し
て
担
達

ε
か
靱
犠
ε
か
に
作
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
、
此

の
倒
麗
の
形
は
極
め
て
阻
騰
の
二
字
ご
似
て
み
る
、
當
時

の
史
料
中
に
は
或
は
＝
一
誤
っ
て
此
の
倒
置
の
形
を
阻
鍵

ε
書
き
又
た
之
を
省
略
し
て
阻
ト
ビ
書
い
た
も
の
も
あ
っ

セ
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
元
の
皮
臣
は
其
の
誤
を
利
用
し
て

途
に
そ
の
誤
ら
ざ
る
も
の
を
も
此
の
形
に
改
め
て
、
　
一
時

の
忌
誰
を
避
け
た
も
の
に
愚
な
ら
諏
ε
思
は
れ
る
。
遼
吏

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
面
五
　
　
（
五
山
ハ
九
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
縫

の
聖
宗
紀
に
於
て
只
だ
鳳
ヶ
慮
だ
け
逮
旦
な
る
字
を
存
し
．

て
居
る
が
、
こ
れ
は
皇
臣
等
の
う
っ
か
り
改
む
る
に
及
ば

な
か
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
こ
も
こ
、
に
間
隙
を
存
し
て
畏

い
て
、
後
人
の
考
定
を
待
た
う
こ
し
た
も
の
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
こ
い
ふ
に
あ
る
。

　
食
分
は
王
氏
の
重
囲
の
明
快
に
敬
服
す
る
。
敬
服
す
る

ご
同
時
に
此
の
問
題
に
就
い
て
は
誰
の
考
も
大
檎
同
喝
の

所
に
蹄
着
す
る
も
の
だ
ε
知
り
、
馴
に
ま
た
我
が
學
界
の

外
入
に
知
ら
れ
ざ
る
を
痛
嘆
“
ご
い
ふ
よ
り
も
外
人
が
我

が
學
界
を
注
意
せ
ざ
る
事
の
多
き
を
惜
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

本
年
初
頭
の
史
林
に
於
て
桑
猿
博
士
は
「
支
那
に
留
る
印

鰯
の
超
離
し
を
論
じ
た
カ
ー
タ
ー
氏
が
研
本
入
の
著
書
論

交
に
注
意
を
梯
は
な
か
っ
た
こ
ご
を
遺
憾
ざ
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
論
蓮
の
蝦
疫
を
も
惜
ま
れ
だ
が
、
ヵ
氏
を

し
て
あ
の
苦
言
に
襲
賛
す
る
壽
命
を
享
樂
せ
し
め
な
か
っ

た
無
常
を
嘆
ず
る
も
の
は
、
臓
本
の
學
界
に
綴
故
の
淺
か

ら
ざ
る
我
が
王
氏
に
算
し
て
、
・
次
の
諸
麓
の
存
在
を
告
錦

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
一
点
ハ
　
（
五
七
〇
）

す
る
こ
ご
を
恵
め
な
い
で
あ
ら
う
。
　
一
葦
此
の
問
題
は
嘗

時
の
歴
史
研
究
に
塵
事
す
る
誰
も
が
逢
着
す
る
所
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
決
、
し
て
新
し
い
疑
問
で
は
な
い
、
從
っ
て
松
弁
學
士
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

契
丹
可
領
土
考
附
黄
鐘
考
に
於
て
、
つ
い
で
箭
内
博
士
は

縫
靱
考
に
於
て
ま
だ
之
を
論
述
さ
れ
た
。
今
此
等
の
二
篇

を
王
氏
の
所
論
ご
勤
比
し
て
見
る
に
、
も
ご
よ
り
盤
る
所

に
於
て
多
少
の
相
違
は
あ
）
、
枝
葉
の
問
題
に
つ
い
て
見

解
の
異
れ
る
所
は
免
か
れ
な
い
が
、
大
膿
の
上
に
於
て
酷

似
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
結
、
論
こ
し
て
は
三
者
こ
も

に
阻
縷
・
阻
ト
を
以
て
縫
靱
・
年
々
児
ε
同
一
の
も
の
、
旧

藩
は
後
者
の
別
名
で
あ
る
ご
見
る
こ
建
に
建
て
「
致
し
、

た
や
松
井
氏
が
大
事
を
取
っ
て
其
の
漸
定
を
避
け
よ
う
ε

さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
そ
う
し
て
死
等
の
結
論
は
高
寳
鎗

が
元
秘
史
李
注
補
正
に
阻
載
は
郎
ち
塔
々
兇
で
あ
る
ご
見

た
の
を
確
か
む
る
こ
ご
に
な
っ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
か

、
る
次
第
で
阻
ト
ビ
韓
…
遡
ご
を
飯
館
異
名
と
す
る
こ
ご
は

決
し
て
新
し
い
見
解
で
は
な
い
が
、
贈
り
何
故
に
難
遡
を



阻
ト
ご
か
全
幅
ε
か
い
ふ
に
至
っ
た
か
の
解
繹
を
試
み
た

も
の
は
無
い
や
う
で
、
之
は
全
く
王
氏
の
見
解
を
以
て
黒

灰
ご
し
從
っ
て
此
の
一
篇
中
、
最
も
釜
揚
を
認
め
ら
る
べ

き
條
で
あ
る
。
氏
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
繹
は
こ
、
に
紹

介
し
π
や
う
に
透
徹
し
た
も
の
で
、
穿
盤
の
妙
を
得
た
も

の
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
た
や
槻
過
す
る
事
の
出
來
な

い
の
は
氏
が
極
あ
て
精
細
に
諸
点
を
渉
猟
し
て
、
其
の
結

果
腱
靱
年
表
ま
で
も
添
附
さ
れ
た
も
の
ビ
思
は
れ
る
に
も

拘
は
ら
す
、
遼
史
太
古
毒
紀
淋
冊
三
年
「
二
月
達
旦
國
來

聰
」
こ
か
、
虚
α
た
同
史
聖
磨
示
本
紀
統
和
二
・
†
一
二
年
山
ハ
月
「
已

亥
達
旦
國
九
部
遣
使
來
聴
」
ご
か
い
ふ
記
事
に
無
頓
着
で

此
等
を
年
表
中
に
加
へ
よ
う
こ
も
せ
す
、
遼
吏
に
は
僅
に

一
度
芝
繋
な
る
交
宇
が
あ
る
こ
か
．
遼
吏
聖
宗
紀
の
一
慮

の
み
に
翠
黛
旦
の
宇
を
存
し
て
居
る
ご
か
蓮
べ
て
あ
る
事

で
、
然
も
此
の
事
は
前
に
記
し
た
や
う
に
「
蓋
史
臣
所
未

及
改
、
抑
故
穰
此
間
隙
、
以
待
後
入
之
考
定
者
也
」
ビ
ま

で
い
う
て
あ
る
の
で
あ
る
。
子
下
、
腱
遡
等
の
文
字
が
遼

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
維
　
纂
　
　
讃
　
書
　
漫
　
錐

金
史
中
に
こ
れ
よ
り
外
に
存
し
な
い
ご
い
う
事
が
議
論
の

根
底
を
帯
し
て
居
る
の
に
、
比
較
的
僅
少
の
紙
数
に
過
ぎ

な
い
遼
史
本
紀
の
文
墨
に
於
て
す
ら
、
か
、
る
失
瞼
が
あ

る
な
ら
ば
、
爾
籐
の
部
に
煮
て
果
し
て
論
者
の
い
う
如
く

で
あ
る
か
否
か
疑
は
し
い
ご
い
う
や
う
な
非
難
を
招
か
限

ご
も
限
る
ま
い
。
然
し
な
が
ら
此
の
如
き
は
固
ビ
よ
り
自

壁
の
微
蝦
で
何
人
に
も
免
が
れ
急
所
で
あ
り
、
そ
う
し
て

既
等
の
史
書
に
此
等
の
文
字
の
少
い
の
は
動
か
す
可
ら
ざ

る
事
實
で
あ
る
◎
た
“
吾
入
の
爵
ら
戒
む
べ
き
は
既
種
の

論
述
に
於
て
は
、
極
め
て
確
實
な
ら
ざ
る
限
り
、
籐
b
に

断
定
的
な
文
句
を
用
み
る
事
は
今
更
な
が
ら
避
け
4
2
ば
な

ら
露
ご
い
う
こ
ご
で
あ
る
。
阻
贋
の
こ
宇
は
灘
範
達
恒
の

倒
置
さ
れ
た
靱
誓
言
達
等
ビ
似
て
居
る
か
ら
．
も
こ
之
を

誤
っ
て
警
急
の
名
を
生
じ
、
そ
う
し
て
故
ら
に
此
の
誤
れ

る
形
を
用
み
て
忌
幽
す
る
所
を
避
け
た
も
の
で
あ
ら
う
ご

い
ふ
の
は
、
論
考
の
早
瀬
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
ご
恩
ふ

膚
分
は
爾
暫
く
之
に
つ
い
て
言
分
の
研
究
を
進
め
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
蹴
七
　

（
王
七
一
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
維
　
纂
　
　
護
　
磐
　
漫
　
錐

此
の
考
に
醸
し
て
賛
否
を
表
す
る
こ
ご
を
差
添
え
て
、
今

は
之
を
讃
者
の
判
断
に
「
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
や

擁
鞄
郎
ち
目
暮
鍵
こ
い
ふ
部
族
は
唐
の
開
元
時
代
に
於
て

管
棘
連
可
汗
や
面
々
勤
の
碑
文
の
突
斜
文
で
書
か
れ
た
も

の
、
中
に
見
え
る
や
う
に
、
金
時
三
十
部
ご
か
九
部
ご
か

“
箭
内
博
士
は
軍
に
此
の
碑
文
に
三
十
風
定
霧
霧
の
名
が

見
え
る
事
を
暴
げ
た
が
、
實
は
其
の
外
に
も
8
ρ
轟
轟
鍵

師
ち
九
部
日
象
霧
の
名
も
見
え
て
居
る
U
鍛
へ
ら
る
、
も

の
が
あ
り
、
逡
金
時
代
に
も
元
朝
秘
史
に
名
の
見
え
る
四

部
、
ラ
シ
ッ
ド
の
記
せ
る
六
部
遼
史
に
見
え
る
九
部
な
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
．
六
入
　
（
五
七
二
）

が
あ
り
、
そ
う
し
て
此
等
遊
牧
部
族
の
蔓
穂
髄
罪
な
ざ
は

甚
だ
鋼
じ
易
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
阻
撰
の
如
き
も
或
は
元

の
重
臣
が
鍵
遡
の
名
を
避
け
て
、
北
入
の
問
に
蓮
用
さ
れ

だ
三
面
の
別
名
を
用
み
た
も
の
に
露
な
ら
ぬ
で
は
な
い
か

ご
考
へ
見
る
の
も
叫
つ
の
広
々
の
方
法
で
あ
ら
う
こ
い
ふ

こ
ご
を
附
記
す
る
に
止
め
た
い
。

　
（
工
）
　
大
正
四
年
十
二
月
、
東
京
帝
國
大
賢
交
科
大
學
刊
、
　
講
鮮
地
理

　
　
　
　
歴
史
研
究
報
皆
第
壼
。

　
（
2
）
　
大
正
七
年
十
二
月
、
同
上
第
五
〇

賀
名
生
の
行
宮
に
つ
い
て

　
　
　
剛
、
緒
　
　
言

　
　
　
あ
　
な
　
ふ

吉
野
の
町
名
生
動
、
南
朝
七
年
間
の
皇
居
の
地
で
あ
る

大
　
西

源

一

後
村
上
天
皇
は
正
李
三
年
の
正
月
か
ら
同
九
年
の
十
月
ま

で
、
、
此
の
行
宮
に
お
は
し
ま
し
た
。
北
朝
の
光
嚴
、
光
朋
、

隻
。
、
、
ぐ


